
地

球

節
十
呼

鈴
大
地

聖

火

轡

州

島

テ

ル

.

カ

-

岩

石
(
鞄
報
英

二

原

口

九

寓

洩
近
所
謂
ア
ル
カ
リ
岩
石
が
我
が
日
本
海
岩
城
の
虞
々
に
介
在
す
る
こ
だ
が
判
明
L
t
特
に
朝
鮮
は
天
賦
の
ア
ル

カ
リ
岩
石
の
産
地
で
あ
-
､
其
本
土
よ
-
道
か
南
方
の
海
中
に
賂
掘
せ
る
酒
州
島
も
亦
基

ご
貝
に
属
す
る
こ
と
は
頗

る
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
｡

本
島
の
地
質
は
(
追
っ
て
詳
説
す
る
積
り
で
あ
る
が
)南
面
の
喜

巴
で
あ
り
且
つ
唯

一
の
好
錨
地
た
る
酉
晦
柿
の
西

方
海
岸
断
崖
に
月
数
化
石
を
炎
在
す
る
第
三
紀
層
の
露
出
を
見
る
外
は
､.満
目
荒
冷
涼
巌
且
つ
雄
大
総
長
軌
を
輿

へ

る
積
商
な
る
原
野
で
､
娘

ペ
て
火
骨

石
の
み
に
て
被
穫
せ
ら
る
｡其
哲

宥
め
噴
出
時
期
も
比
較
的
新
し
-
潜
し
き
河
川

だ科
す

ペ
寺

も
の
は
な
-
､
従
っ
て
沖
積
層
も
殆
ん
ざ
之
を
秋
険
し
で
居
る
｡
既
出
岩
は
之
を
大
別
す
れ
ば
､
粗
面
岩

だ
玄
武
岩
だ
望

遠

よ
-
成

-
'
他
に
両
者
の
中
間
に
棟
す
る
組
成
を
有
す
る
粗
面
安
山
岩
の
嘩
々
め
階
梯
の
為
め

が
あ
る
?

鬼
等
の
各
鉾
岩
の
放
出
順
序
及
び
共
成
分
銅
係
が
閲
明
に
t･i
i

は
∵

此
大
火
山
現
象
を
研
究
す
る
上
に

放
て
二

光
鑑
を
輿

へ
得
る
だ
信
す
る
が
'
五

問
題
を
解
決
す

べ
き
穂
綿
は
先
づ
各
磐

石
の
化
撃
分
析
を
基
準
だ
す

る
の
が
捷
超
な
り
だ
愚
考
し
之
に
着
手
し
た
次
第
で
あ
る
盛

者
は
日
下
其
分
析
.に
徒
事
坤
で
あ
っ
て
'
寝
つ
元
結
乗

は
追
っ
て
公
表
才

o
r機
骨
の
'あ
を

,
ビ
ビ
信
ず
る
潜
で
あ
る
O
本
文
で
心
其

壷

た
.る
挟
撃
山
頂
潤
万
端
澗
磯
重
層

ヨ
ンヅ
ア
ン

堆
刻
の
兄
の
如
き
雄
庚
な
骨
蘭
凍
量
す
る
本
島
で
最
も
酸
性
な
粗
面
岩
即
ち
償

馨

菜

食

エ
デ
ラ
イ
.J･魔
石
ブ

ール
ヵ

/-
/

リ
粗
面
岩
ビ
其
倉
石
中
に
癌
晶
軒
灯
す
ア
ル
カ

リ
長
石
及
び
本
島
の
酉
粛
償
都
城
舵
.to
永
静
色
の
覚
万
年
漫
許
せ
瀧



二_糸 ㌻_鍔 こ､TJT

望 西 リ £ B1-.文 rll

'■叫,,.-

て
た
る
海
岸
に
鋭
蛾
}J
し
て
饗
立
せ
る
出
題
･H
PfJ
栴
す
る
鐘
状
火
山
の
岩
石
-こ
就
て

報
告
致
し
讃
者
諸
壁
の
御
叱
正
を
翼
ふ
次
第
で
あ
る
｡

湛
馨
岩
の
露
出
は
本
島
の
中
央
に
陀
立
す
る
漢
奪
山
東
に
碧
淳
を
湛
え
る
火
口
湖

オ
スヅ
ふオ
ル
ム

の
両
壁

に
始
ま
-

御

乗

成
番

だ
種
す
る
美

し
き
聞
錐
火
山
の
甫
方
の
薪

谷
迄

伸

延

L
'
叉
其
南
方
五
官
潤
筆
に
露
は
る
ゝ
も
の
も
恐
ら
-
同

二
岩
塊
で
従
っ
て
届
出
薗

域
も
鹿
大
で
み
る
｡
該
岩
石
は
極
め
て
風
化
L
易
-
五
官
賂
罫

に於
て
は
英
名
の
示

す
様
に
宛
ら
五
官
羅
漢
が
毅
然
ビ
し
て
群
立
せ
る
が
如
-
千
仰
稀
尿
を
刷

-
山
骨
燐

崎
化
か
形
親
で
金
剛
山
の
奇
勝
を
筋
鍬
せ
し
む
る
に
十
分
で
あ
る
｡

淡
驚

石
は
外
観
衣
白
色
粒
状
組
織
に
し
て
､
斑
晶
に
は
良
石
及
び

エ
ヂ
ラ
イ
ト
輝

石
が
あ
る
｡
前
者
は
敵
弾
で
牧
場
光
津
を
有
L
t
長
さ
三
耗
巾

一
先
に
及
び
後
者
紘

黒
色
の
飯
粒
で
あ
る
0

比
重
二
エ
ハ
一
七

S

化

学

分

析

滞

刊

鵜

7

ル

カ

-

岩
石

wt.a/o

SiOE 66.31

･AIzO3 18･85

Fe203 1.ll

FeO Tr

CaO 2.03

NaBO 3.85

K20 5･14

IgLoss O･46

MnO 0.09

TiO2 Tr･

望 P乏05 Tr.
its

503 Tr.

rrotai 99.63

(
石
倉
各
氏
分
析
)

二
三



換算ノJV ム

石 英 22.62

正 長 石 30.58

曹 長 石 28･30.翠
容

友 長 石 9.95

肪
1.(
班

7

6

9

2

4

3

鋼 玉

磁 鎖 錬

紫蘇輝石 0.26

水 0.45 買

鏡
下
に
於
で
は
ア
ル

カ
リ
長
石
は
段
啓
的
管

的
む
な
し
該
岩
石
の
大
部
分
を
占
め
､
概
し
て
新
鮮
に
し
て
包
臓
物

少
な
-
p
多
-
カ
ル

ス
バ
ッ
ト
式
斐
晶
を
な
し
左
右
同
車
に
分
れ
て
脚
光
し
.

マ
ネ
バ
ッ
ハ
式
饗
晶
ぺ
リ
ク
リ

y
式

饗
晶
も
屡
あ
る
｡
光
軸
両
は
(
0
1
0
)
に
殆
ん
で
垂
直
に
し
て

a
軸
に
平
行
し
光
軸
角
は

マ
ラ
ー
の
常
数
を
用
ひ
て
測

定
の
結
果
は

2V
-
･50
04
0F
に
し
て
屈
折
率
よ
-
の
計
算
値
は

2V
I
4806ro小
川
教
授
が
凝
縮
撃

慶

(U
n
iv
ersal

S
tag
e
)
を
使
用
し
て
測
定
せ
ら
れ
五
十
度
ビ
四
十
八
度
の
ニ
ッ
の
値
を
得
ら
れ
た
｡
特
有
の
波
動
滑
光
及
び
格
子
状

構
造
を
示
し
､
稀
に
酸
性
斜
長
石
の
外
皮
を
有
す
る
着
も
あ
る
｡
斜
長
石
は
極
め
て
稀
に
斑
晶
を
な
し
て
出
で
'
外

皮
に
は
光
軸
角
は
五
十
度
の
ア
ル
カ
リ
長
石
を
有
L
､内
部
は
ア
〝

バ
イ
ト
式
兼
片
墜
晶
を
な

し
光
単
性
負
'封
栴
滑

光
角
十
四
度

A
n35A
bL5
又
経
緯
鋸
轟
に
よ
れ
ば
光
軸
角
七
十
六
度
或
は
七
十
七
度
で
成
分
は

An
siA
b660.
の
少
安
長

石
(
O
iig
.
clase･An

｡iesine)に
相
常
す

べ
き
も
の
で
あ
る
｡
此
ア
ル
カ
リ
長
石
の
比
蚤
は
二
孟

七
〇
(埼
氏
十
五
度
)

で
瀧
は
概
ね
三
粍
位
の
太
さ
に
し
て
測
定
珊
困
難
な
れ
で
も
自
昭
荘

反
射
捌
角
磯
に
因
っ
て
測
-
た
る
結
果
結
晶
面

ビ
し
て
(00)
)
(
)
1
0
)(02
1
)
等
が
春
す
る
こ
だ
が
列
明
し
其
両
角
は

(
00
1
)

:

(i
l
o
)

:

6
7.
351



抑
州
偽

ア

ル
カ

り
射
石

蕊

富豪比 ‡ ⅠⅠ ⅠH

siO2 64.48 64･92 64･33化
Al20320.45 19･62 20･94嘩

鴨 Oi. 0･56 0･98 0･78 分

TiO芝 Nil - ~ 析

MnO Trace-

MgO O･03 0･22 -

cao 2.31 3.48 2.0

Na20 4･55 4･89 7･2

荘20 7.68 5･83 74

1

2

1

P206 ni1 - -

H20(+)0.34 - 0127

H20(-)0.04 - 0･10

T｡tal100.4499.93100.36

(I) 践馨山粗面岩中の7

7V カ リ長石斑晶,原口分

析

(ⅠⅠ)曹徴斜長石斑晶,九

州肥前拾島及加居島,河

村分析

(ⅠⅠⅠ)闇徴斜長石東阿弗利

札 ケンヤ(Kenya)lil

E.D.Mountain分斬

醇
.河
賛辞

Hm
m
ersion
餅

消
光
角
は
(001)両に
於
て

宣

誓cDF

ト■トー

琵 vltD 白
N トJ
C?

ト｣ ト■

:･弓 責 S:i.t~-ト

卜▲ト▲

琵 v ltc - {也00
tC

屈
折
率
は
ラ
イ
ス
氏
の
結
晶
用
全
反
射
屈
折
計
だ

次
の
過
ち
で
あ
る
｡

im
m
ersio
n
M
eth
od
e
亡
を
併
用
し
た
結
果
を
比
較
す
れ
ば

(
o
t
o
)

‥

(
0

2
)
)

--

4
5｡50
'

(001
)

･

･(010)
-
.
∞9030'
-
890
401



地

疏

正長石 曹長石 次長石

01･:Ab :An

I 47.66;40.36:ll.98

ⅠⅠ 39.83:4435:15.82

Ⅰ五五 19 : 62 : 19

'J

‥.I.･･.-
‥Jj

･;

･..
･･.

M
･.I.

∴
六

是
迄
曹
微
斜
長
石
"ZJ
し
て
記
載
さ
れ
た
も
の
を

孝

心
に
(tiI)の
如
-
O
r､A
n

の
畳
格
相
等
し
-

A
b

に
比
す

れ

ば

其
畳
的
三
分
の

一
乃
至

春

の
]
に
し

て
.
A
b
は
六
十
%
以
上
を
占
む
る
も
の
が
普
通
で
あ
る
が
議

九
州
北
紬
で
嘗

っ
て
納
経
博
士
の
研
究
せ
ら
れ
た
も
の
(ⅠⅠ)
晶

州
島
洪
馨
山
の
該
長
石

(i
)

は
共
に

0
1
の
畳
は
著
し
-
噂
大
し
両
者
が
共
に
灼
十

%
以
上
の
分
畳
に
逢
せ

る
こ
亡
は
､
我
が
ア
ル

カ
リ
岩
城
を
構
成
せ
る
岩
石
に
含
有
せ
ら
る
∵
長
石
の

特
性
で
あ
る
ら
し
-
頗
る
注
意
す

べ
き
瓢
で
あ
る
O
.其
ア
ル
カ
リ
の
分
量
ま
わ

考
ふ
れ
ば
澱
粥
長
石
品

数
科
長
石
基

中
間
に
倣
す
る
組
雷

有
す
る
も
の
蒜

ふ
ペ
hき
で
あ
,6
.
･
吾
人
は
此
特

徴
半

分
に
高
唱
す
る
に
足
る
ぺ
是

料
は
造
機
乍
ら
持
た
な
い
が
向
後
の
研
究
姦

っ
て
賢

我
ア
ル
カ
リ
岩
城

よ
品

多
の
之
に
寄

る
好
材
料
を
得
て
益
其
靭
係
を
開
明
に
す
る
こ
-

出
来
る
日
を
切
に
勉
望
す
る
者
で
あ
る

又
三
成
芸

列
の
裳

研
究
の
必
警

る
は
今
芸

-

菅

や
o
特
に
ア
ル
カ
リ
票

に
於
で
此
戚
姦

う
し
･

此
校
的
資
料
笠

寺

此
研
究
の
上
に
吾
人
是

非
蓋

蘭
に
警

産
す
る
ア
ル
カ
碁

石
巌

い
て
之
姦

頗
す

べ
き
義
務
を
有
す
る
者
で
あ
る
0

毒

石
は
豊

警

-
は
な
い
が
腎

形
量

す
る
栗

石
晶

色
憲

び
-

ヱ
デ
ラ
イ
遠

雷

あ
わ
､
前
者

は
結
農

芸

し
て
ゐ
る
が
漸
次
著

に
移
る
に
従
ひ
･
其
形
-

笈

-
な
晶

光
角
品

々
に
療
化
し
二
蓋

度
よ
豊

美

皮
(
C
>
Z
)
の
開
基

等

る
0遊

佐
宇

吸
収
性
著
し
-
青
色
よ
-

褐
色
に
慶
や
02

2
Y
>
Z
努

閑
は
嘗

友

び
盲

)
に
平
行
に
し
て
其
横
断
面
に
於
け
る
交
角
は
八
十
七
度
-(
-0
0
音

響

器

ビ
せ
る
-
の
が
多
い
0



包
裏
物
に
は
磁
磯
髄
多
-
､
分
解
す
れ
ば
赤
褐
色
の
禍
戴
髄
に
率
や
o
輝
石
に
か
～
る
成
分
の
相
違
あ
る
謝
義

薯

票

に
外
警

有
す
る
こ
-

此
腎

石
の
特
性
-

ふ
ペ
-
,
此
間
龍
は
質

の
敵
性
晶

悪

賢

墓

慮

に
入
れ
て
解
決
す

べ
.き
も
切
?
偲
ふ
.

-;

鼻

-;

外
観
は
淡
繰
霊

魂
は
淡
紅
窓

蓋

し
･
細
砂
贋
撃

の
君

に
し
て
雫

で
豊

に
絡
み
含

孟

夏

び

淡
悪

色
の
透
輝
石
よ
る
成
る
○
ア
ル
カ
墓

石
に
は
斜
票

外
警

有
す
る
の
が
本
岩
の
特
徴
で
あ
る
｡
斜
長
石

鷺

も
稀
に
-

･
ア
ル
バ
イ
長

竿

驚

,
ペ

ッ
ク
-
義

慧

-

L
p
滑
光
角
よ
怠

れ
ば

ぎ

oA
bS.附

慧
安
賃

(An

1
esin
e
)
で
あ
-
,
漂

着
は
牛
島

豊

し
･
滑
著

-

十
二
度
(
C
>

Z

)
光
畢
性
正
義

銀
鱗

も
多
-
約
四
頭
像
含
有
せ
ら
る
0

拙
筆

〓

ハ
五
九

wt.a/0

59.51化

18.52畢

2.84分

節2.68

0.78

4.19

3.26

5.02

1.37

1.13

0.14

0.10

0.22

換算ノJV ム

石 其 7.86SiO13

正長石 29.47Al･103

曹長石 33.01Fe203

衣長石 18.07FeO

透輝石 1.54MgO

紫蘇輝石,2.23CaO

磁故騎 4.18Nat20

品夕晶 2･13K20
隣衣石 0.34H20

黄銭歯 0.20TiOB

oi97PZ05

100.00SO B

MnO

ZrO望 Trace

Cr203 nil

C12 nil

BaO nil

Tota1 99.66

淡練夜色の山

蕗山鉾岩,原

口分析

水

i
計

折

川
島

ア
ル
カ

-
岩
石

七



一意 -> 一手 ∴ classl 地

球
-TPP<+ ∴ orders
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∴ Rang2
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∴ Subl･ang･3

露

酉

亜

の

領

土

と

入

日

(一
九
二
六
年
間
勢
調
査
の
概
観
)抄
葦

ベ

ン
ヂ
ヤ
ミ

ン
量

メ
ノ
フ
与

ヤ

ン
シ
ャ
ン
ス
キ

ー

叫
p

n
p
y
ブ

云
の
新
大
陸
磯
風
の
筏
､
欧
洲
の
問
民
は

西
の
方

ア
･メ
タ
カ
へ
､兼
の
方
並
細
亜

へ
､
い
づ
れ
も
盛

大
な
植
民
地
を
建
て
は
じ
め
だ
O
p
.p
.S
eme
no
v.T
ian
_

(

汐

ヨ
グ
ラ
フ
ヰ
･R

で
レグヰ
ウ
十
月
雛
所
載
)

ShaI㌫粁y
は
十
五
枚
紀
の
経
か
ら
'
十
七
世
紀
ま
で
の

間

に
､
こ
れ
ら
両
地
方

へ
の
西
欧
移
住
民
を
計
算
し
た

結
果
､

そ
の
七
十
二
%
は
新
大
陸

へ
戎
-
の
二
十
八
%

は
東
方

ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸

(
フ

ン
ポ
ル
ー
の
語
で
あ
る
)


